
AI活⽤で結果がでないには理由があります。Let’s チェック!

キャンペーン内容

対象期間 ：2024年10⽉1⽇ ~2025年1⽉末（※1）
対象製品 ：GitLab Duo Enterprise (SaaS , Self-Managed版)
対象数量 ：制限なし（１ライセンス〜）
対象案件 ：新規または追加案件でDR承認案件（※2）
対象ライセンス ：1年〜３年サブスクリプションライセンス(複数年可)
適⽤条件 ：GitLab Ultimate 保有または同時発注が必要。（※3）
適⽤価格 ：通常参考価格(円) ¥84,240 のところ、最⼤50%OFFにてご提供！（※4）
※1. 1/29までに弊社へご発注いただけた分が対象となります。
※2. DRはGitlab認定パートナーから申請可能です。認定パートナーへご依頼ください。（認定パートナー紹介可能）
※3. GitLab Duo Enterprise 製品は、GitLab Ultimate へのアドオン製品となります。保有または同時発注Ultimate
    ユーザーライセンス数を上限に任意の数のDuo Enterprise ライセンス購⼊が可能です。
※4.  具体的なお⾒積り⾦額はGitLab 認定パートナーへお問合せください。

DuoEnterprise機能は次ページご参照ください

開発ライフサイクルとワークフロー全体に完全統合
エンドツーエンドのAIソリューション

2024/10⽉〜2025/1⽉末にご発注で

チェック１：ツールチェーン環境になっていませんか？
ソフトウェア開発‧デプロイ⼯程を複数ツールを組み合わせたツールチェーン環境では、それぞれのツールでのサイロ

   化や継続的なインテグレーション負担、さらにそれぞれの独⾃AI機能により、さらに複雑な環境を維持するのに⼯数を
取られます。

チェック２：AI活⽤がコーディングのみに限定されていませんか？
DevSecOpsの調査で、デベロッパーがコーディングに費やす時間はわずか21%だといわれます。つまりコーディングの

                                     みにAIを活⽤しても効率向上が⾒込まれるのは、デベロッパーの作業時間の21%のみになります。デベロッパーにとって 
                                     本当に役⽴つのは、開発ライフサイクルとワークフロー全体にわたって完全に統合されたAI活⽤です。

チェック３：AIへの信頼性（プライバシー保護や透明性）が担保されていますか？
                                     企業がAIを活⽤するにはソフトウェア開発ライフサイクル中のすべての知的財産が守られ、AIのトレーニングデータに使
                                     ⽤されていない。といったような担保が必要です。これなしに安⼼してAI活⽤はできません。またこれらのAIポリシーの
                                     確認に⼯数を割くべきではありません。



弊社営業または Gitlab-info@networld.co.jp

＊記載されている会社名および製品名、ロゴは各社の商標または登録商標です。2024年10月

組織的なユーザーコントロール
AI機能のユーザーの権限

コード提案
●コード⽣成

●コード補完

●多くの⼀般的なIDEで利⽤可能で、

25以上のプログラミング⾔語をサポート

チャット
●イシューとエピック管理

●コード説明

●テスト⽣成

●コードリファクタリング

サマリー⽣成とテンプレートツール
●ディスカッションサマリー

●マージリクエストサマリー

●コードレビューサマリー

エンタープライズ

セキュリティと脆弱性ツール
●脆弱性の説明

●脆弱性の修正

⾼度なトラブルシューティング
●根本原因分析

AI分析
●AIインパクトダッシュボード

組織に合わせたGitLab Duoの
カスタマイズ
●セルフホストモデルのデプロイ*

●モデルのパーソナライゼーション*

*予定中です。その他の利用規約および料金が適用される
場合があります。

GitLab Duoエンタープライズは近日中にリリース予定です。現時点では、一般向けには提供されてい
ません。

ソフトウェア開発の全⼯程にわたる⼒強い味⽅となるAI

プライバシーと透明性ファーストのアプローチで

各ユースケースに最適なAIモデル

ワークフローの全体的な背景情報を参照できる統合データストア

に短縮
（サイクルタイム）

機能

The Solution 最も包括的なAI搭載DevSecOpsプラットフォーム

このプラットフォームでは、ソフト
ウェア開発ライフサイクル全体が単⼀
アプリケーションに統合されていま
す。チームはAIを活⽤して、計画から
デプロイに⾄るワークフロー全体で⽣
産性を⾼めることができます。
また、このプラットフォームにはバ
リューストリーム主導の考え⽅が採⽤
されています。具体的には、可能な限
り最速のサイクルタイムで、顧客ニー
ズに基づいた顧客価値を創造するとい
う考え⽅です。


